
 
 
 

 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A.H Steinhaus と猪飼道夫先生 

後列左から 丹羽、石井、宮下、金子   (1963） 
 

東大大学院・同期の桜 

菊池邦雄 

金子公宥 

加賀谷熈彦 

加賀谷淳子（中村） 

私の出会い 
 
大学院生時代 

日女体大の山川純教授主催のトレッドミル 

第1号機サヨナラパーティー 

当時、体育系大学院は東大にしか無かった。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

膝伸展パワーの測定（被験者：進藤） 

ノーベル賞学者 A.V.Hill に慣性車輪を説明 (1965) 



 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初めての留学 
 

同船室の青沼君 

横浜の貨物船波止場にて（１９６６） 

（見送りの親族と市村操一君） 
貨物船で憧れのアメリカへ 
 

 

 

アメリカでは筋血流の日内変動 
（ Ｊ．Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓｉｏｌ．１９６８ ） 

と静脈へのトレーニング効果 

（Ｊ．Ｓｐｏｒｔｓ Ｍｅｄ．１９６９）を

研究。  

帰国後はパワー研究に復帰した。 

アメリカの留学の夢を叶えて頂いた

恩人カールソン教授と（1966） 



 
  

 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

宇宙飛行士となったマスグレイブ氏と宇宙模擬実験（1966） 

今は引退してフロリダに住む 

（1997) 

Story Musgrave 

宇宙へ６回飛ぶ（最多） 

初の宇宙船外活動 

ケンタッキー・レキシントンＹＭＣＡ柔道部開設 

（２人がベトナム戦争で戦死） 

金子４段の登場でケンタッキーが周辺３州の 

昇段試験本部となった（１９６６） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

学生400名を相手のバイオメカニクス（当時キネシオロジー）講義 

 

大阪体育大学 

鉄人・豊岡示朗氏 
トランポリン実験（小田君） 

実験風景（1972頃） 

 

バイオメカニクス研究室の仲間と月曜ミーティング（２００１） 



 
 
 
 
 
 

 

 

 

高齢者の歩行研究風景 

（歩行者の左に新案のペースメーカー） 

第 1 回大学院入学式（１９９２） 

大阪体育大学

大学院 

 
大学院博士課程開設記念祝賀会にて… 

左から矢部、中野、浅見、北川、金子

（２００１） 

「体育を科学する会」の同窓会（１９８６） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇宙への夢は果てしなくつづく！ 

 

『宇宙船内体操』 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 

 

 

ＮＡＳＡの奨学金でアメ

リカに留学（1966）。 

そこで宇宙飛行士となっ

たマスグレイブ氏と出逢

ってから３０年後の論文。 

宇宙への夢は果てしなく

つづく。 

「宇宙船内体操」では急歩と同程度の 

エネルギーを消費する（2006）。 

 

毛利衛宇宙飛行士 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

体をクラブに合わさず、 

体にクラブを合わせ！ 
（ゴルフダイジェスト 1986.7） 

ゴルフを科学する！ 

アマチュアゴルファー 金子 

 

 



 
 
 

 

 

ゴルフ学 
❖ スイングに肩こり治療効果 

❖ 力を抜けば遠くに飛ぶ 

❖ 殻竿（からさお）作用 

❖ 脳の指令で「体が覚える」 

（産経新聞  1988.6） 
 

 

 

キャリブレーション 

野澤むつこプロ（修士論文） 

鞭の会：左から田口、金子、矢部、福永（2000） 

ゴルフ連載 

（Ｋｕｚｕｈａ Ｍａｎｔｈ） 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野球を科学する！ 

科学測定で選手の特性を 

（阪神球団選手をチェック） 

1977.11 

野球選手と水泳 1974.2 

禁止する根拠なし 
―基礎体力作りには最適― 

 

 



 

 

  

上原浩司投手の分析 

大阪体育大学卒業の上原浩司選手の

投球フォームを分析する金子研究室

のメンバー 

≪パワー＆制球力≫ 

腰と肩が同時回転！ 

ボールをリリースする直前ま

で、からだが開きを抑えて… 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

国際交流 
 

「フェアプレー」権威Mackintosh氏の 

講演通訳のあと万博講演散歩（1980） 

福岡ユニバシアードのフィナーレ 

で乾杯の音頭 

通訳が演者の真意を問う 

Dr. G. Borg 講演会（１９８１） 

主観的運動強度（ボーグスケール） 

の考案者 

『合同学会大会大阪』 

日本運動生理学会 

日本バイオメカニクス学会 

のバンクエット（２０００） 

左2人目からD.H.Paterson, V.Dietz, G.A.Brooks, O.Bar-Or,  

Malylin Bar-Or, C.Nicol, P.V.Komi, R.J.Gregor) 

後左から豊岡、金子、ボーグ、淵本 

前左から宍倉、伊藤(章) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

アジア高齢者シンポジウム（２００１） 

左から、Ha(韓）, Kim (韓）, 金子, 趙（中）, 淵本, 木村, Zhai（マカオ）   

 

 

友好！西安体育大学々 

西安体育大学訪問 

（荒木、福田両氏と、１９８１） 

左から周成之副学長、文 超学長 

伊藤章、趙秋蓉教授、淵本隆文の各氏と 

 
黄海教授 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

豊岡、伊藤両氏の海外初体験（於ハワイでのＡＣＳＭ学会、１９７９） 

仲 間 

バイオメカにクス学会の愉快な仲間（１９８３） 

 



ミラノ大学（医）留学 1945-1976 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.V.Komi教授と（フィンランド中央新聞提供：１９８８）P.V.Komi教授と（フィンランド中央新聞提供：１９８８）  

 

 

P.V.Komi 教授と（フィンランド中央新聞提供：１９８８） 

マルガリア教授宅にて、カバニア教授と（1975） 

マルガリア教授宅と娘（４歳） 
恩 人 

フィンランドのメジャー紙 

中央新聞(ケスキスオーマテイネン) 

1982.4.29 
 ユバスキラ大学招聘教授 



ミラノ大学（医）留学 1945-1976 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.V.Komi教授と（フィンランド中央新聞提供：１９８８）P.V.Komi教授と（フィンランド中央新聞提供：１９８８）  

 

 

P.V.Komi 教授と（フィンランド中央新聞提供：１９８８） 

マルガリア教授宅にて、カバニア教授と（1975） 

マルガリア教授宅と娘（４歳） 
恩 人 

フィンランドのメジャー紙 

中央新聞(ケスキスオーマテイネン) 

1982.4.29 
 ユバスキラ大学招聘教授 



 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

日系二世の体力に関する日米共同研究 

（松井秀治先生とサンタバーバラにて：１９７１） 

Ｄｒ．Ｓ．Ｍ．Ｈｏｒｖａｔｈ と 

Ｍｒｓ．Ｈｏｒｖａｔｈ 

（Ｍｒｓ．ＨｏｒｖａｔｈはＤ．Ｂ．Ｄｉｌｌの娘） 

 

日米共同研究 

イスラエル（エルサレム）にて 

女性が銃を肩にか
けて散歩！？ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ICPFR（国際体力研究会議） 

国際体力研究会議シンポジウム‘８８大阪 
 

国際体力研究会議（ICPFR）として初めてのアジア開催で、故加藤橘夫先生を

大会会長、金子公宥を大会会長代行兼事務局長（ICPFR 理事）を務める。 

高齢者、身障者、勤労者の体力問題を大きなテーマとして研究発表を行い TV

ニュース、新聞等に大きく取り上げられる。 

大阪体育大学スタッフを中心にシンポジウム運営が行われた国際シンポジウム

でもあった。 

 

南アフリカ・サファリパーク会議（１９９５） 

O．Bar-Or 会長と 

加藤橘夫大会会長を囲んで…左端は金子事務局長

補佐で『古希のしおり』編集の藤田 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際バイオメカニクス学会 

 

 

主な参加（発表と座長） 
第 ６回 1977.7 ： デンマーク 
第 ７回 1979.9 ： ポーランド 
第 ８回 1981.7 ： 名古屋 
第 ９回 1983.8 ： カナダ 
第 10 回 1985.6 ： スウェーデン 
第 11 回 1987.6 ： オランダ 
第 12 回 1989.6 ： USA 
第１３回 1991.12： オーストラリア 
第１４回 1993.7 ： フランス 
第１５回 1995.7 ： フィンランド 
第１６回 1997.8 ： 東京 
第 17 回 1999.8 ： カナダ 

 

 

Waterloo, Canada, 1983 



 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ヨ ー

ロ ッ

パスポーツ科 学 会

議（ＥＣＳＳ） 
 
 

 
 
 
 
 

世界高齢者研究学会（第６回：2004.8）カナダ 

 

欧州スポーツ科学会議（2004.8）ギリシャ 

 

 

ヨーロッパスポーツ科学会議（ＥＣＳＳ）で、デオニソス劇場での 

古代劇を観劇して感激。大会長のKlissourasから入場券を貰う。 

ヨーロッパスポーツ科学会議（ＥＣＳＳ） アテネ 

ディオニソス
劇場で古代劇
を観劇 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ニュース特集 

『長生きのコツ』は今も昔も変わらない！？ 

長生きのコツ 
❖ 足腰を鍛える 

❖ 歩いてきたえる 

❖ かけ足でスタミナを 

❖ 階段でスタミナづくり 

 

サンケイ新聞連載

（1973.8～1974.4） 

警笛から 20 数年 －子どもの体力― 毎日新聞連載（2002.10.29） 

高齢者は、なぜ転倒しやすい！？ 

 
『いきいき』健康特集連載（1999.１月号） 

ころばないように気を
つけていても、ころんで
しまう。 

高齢者になると転倒し
やすくなるのは、 

体勢を立て直す「復元
力」がなくなるからです。 

スポーツ・運動
を楽しみ、体力
をつけること！ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

長距離ランナー｢特訓では育たぬ！｣ 
 

毎日新聞連載（1977.9.5） 

ジョンソン対ルイスの対決に想う 
 飯島選手『ロケットスタート秘話』 

 

女性の体力 
 

どこまで伸びる女性の体力 
讀賣新聞掲載（1988.10.2） 

スポーツは性差を越えられるか 
讀賣新聞掲載（1989.4.22） 

1988 

からだ＆ボディー 
讀賣新聞掲載 
（1989.11.18） 

1990 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

新聞記事から 

この人に聞く （スポーツニッポン 1977.12.5） 

人 （毎日新聞 1982.7.31） 言 提案あり！  

（毎日新聞マイオピニオン 2000.11.11） 

人抄 （讀賣新聞 1988.9.3） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

TV 番組から 

 

 

『自転車の効用』民放 TV で笑福亭仁鶴さんと 

キャスト：妹尾和夫（右） 

 

『生活ほっとモーニング』NHK（再放送後 NHK ライブラリィ） 

 



 
 
 
 
 
                            
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 

 

韮山小学校奈古谷分校３年生 昭和 23 年(1948 年） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井上先生 

中川久子先生 

原
口
澄
枝
先
生(

小
６
） 

土
屋
萬
雄
先
生(

中
３
） 

私の原点 
 
幼年～小学生時代 
 

  



 
 
 

             

 
   

           
                                
 
  
 

 
 
  

大学時代の恩人・龍 昌生先輩 

東京教育大学体育心理学教室の同期生と柏原先生（金子はカメラマン） 

時にはモデルとして（大学2年） 

東京教育大学柔道部の同期会 

高校では柔道 

1年時に３人組で静岡県大会優勝 

高校生～ 
 大学生時代 


